
令和５年度 第１回中小企業振興審議会 議事録 

 

１．日 時：令和５年１２月２６日（火） １４：００～１４：５０ 

２．場 所：稚内市役所３階 市長会議室 

３．出席者：（委員）達委員、大池委員、山岡委員、片岡委員、今村委員、佐賀委員、平岡委員 

     （事務局）工藤市長、北浜建設産業部長、太田建設産業部人材確保対策監、本間水産

商工課長、金内主査、大沼主事 

 

４．会議の議事録 

（１）開会 

 

（２）委嘱状交付 

 

（３）市長挨拶 

 皆さんこんにちは。年末の時節柄お忙しいところ、こうして本日の中小企業振興審議会に出席

いただき御礼申し上げたいと思います。 

 また、私から委嘱状をお渡しさせていただきましたけれども、委員の皆様におかれましては、

本当にお忙しい中、快くお引き受けいただきました。重ねて御礼を申し上げます。 

実は、先月、先々月と商工会議所の様々な分野の皆さんと市内経済の現状について、色々な観

点から意見交換をさせていただいたところでありますが、その中でも特に大きな喫緊の課題とし

て挙げられていたのは、 まさにどの業種もそうでありますが、人手不足の問題で、来年から労働

時間の上限規制等が始まりますが、それも絡めると本当にすべての産業分野で深刻化しているん

だなという風に受け止めていたところでもあります。  

しかも、今はちょっと改善されたとは言いながらも、長引く過度な円安、これはもう労働者を

むしろ外国に向かわせる方向に働いて、これまでの外国人労働者に頼るだけの、ある意味一本足

打法では様々な課題があるということも十分承知しているところもあります。 

一方で、物価の高騰が続き、消費者にダメージを与え、一方では人手不足で事業者をめぐる事

業環境の厳しさが増すという、もう本当に大変厳しい環境ではありますが、我々市内経済の維持

発展を目指すためには、中小企業の振興、発展、それがなくしてはまさにその実現もないという

具合に思っているところであります。 

 今日はまさしく、昨年度、ご案内の通り見直ししました 中小企業助成金などの中小企業振興策、 

この現状を委員の皆様に、事務局の方から説明をさせていただきまして、皆さんのご意見をお伺

いできればという具合に思っているところでございます。 

 人口減少あるいは人手不足等々、根本的な課題を抱えながら、本市を持続的に発展させるため

に、委員皆様の変わらぬご支援を心からお願いを申し上げさせていただきまして、楚辞ではあり

ますが、本審議会開催にあたっての私からの挨拶とさせていただきます。今日はどうぞよろしく

お願いいたします。 

 

 ～条例第１６条第６項の規定により、達委員を会長、大池委員を副会長に選任～ 



（４）議事 

  事務局にて資料１から資料４を用いて概要説明 

①報告事項「中小企業振興施策の実施状況報告」 

資料１をご覧ください。 

まず、「１．稚内市中小企業支援制度の周知状況について」です。 

基本条例に基づく中小企業向けの支援制度については、パンフレットの作成、配布、ホームペ

ージへの掲載、地元記者会へのプレスリリース、各会議での説明など積極的に基本条例と支援制

度の周知を進めてまいりました。 

参考として今年度の支援制度のパンフレットにつきましては、資料２として配布させていただ

いておりますので、ご覧いただければと思います。 

次に「２．中小企業振興助成金の相談・申請・決定状況について」です。 

中小企業振興助成金につきましては、要綱を設置し、今年度から令和７年度までの３年間、毎

年度１千万円の予算を確保して制度を運用しております。 

それでは現在の要綱による支援１年目となる令和５年度の状況につきまして説明いたします。 

令和５年度の相談・確認件数につきましては、11月末日現在で 66件と昨年度の 61件を既に上

回っており、助成金の交付決定をした件数も昨年度の 34件、809万円に対し、今年度の決定件数

は５件上回る 39件、助成額についても 40万円ほど上回る 849万円となっており、年度末に予算

を使い切りそうな状況となっております。 

これは、昨年と比較して、研修参加しか実績のなかった人材確保支援事業や、販路拡大支援事

業が件数、金額とも増加したためとなります。なお、人材確保支援については、近年人手不足が

深刻化していることを受け、資料３のチラシを金融機関の窓口や商工会議所会員に配布した成果

が表れたものと考えております。 

また、助成金の相談対応として、事業内容や手続きの相談などが 27件となっております。 

なお、令和４年度に助成金による支援を実施した各案件につきましては、資料４「令和４年度

成果報告書」として配布させていただいております。 

続いて「３．人材の育成及び確保を図る取組みについて」です。稚内商工会議所や稚内市など

の主催により、今年５回目となる中学生向け地元企業ＰＲフェア「わかる！働く！未来へつなぐ

ジョブフェア２０２３」を開催しました。 

人口減少や近年の労働者不足などの地域課題を踏まえ、より早いうちから地元の産業を知って

もらい、より充実した産業教育やインターンシップに繋げ、将来的な地元就職やＵターンの促進

を目的に開催、市内 49 企業が参加、市内の中学１年生 178 人に対して企業ＰＲを行ったところ

です。 

また、高校生向けとしましては、新規高等学校卒業者就職支援事業として、合同企業説明会、

インターンシップ受入れ、就業意識啓発セミナーを実施しました。 

続いて「４．中小企業の振興に関する情報の提供等の状況」ですが、昨年度に引き続き、ホー

ムページの更新による情報提供を行っておりまして、国や北海道、他の支援機関の情報やセミナ

ー等の開催案内など、今年度は 10回の更新を行い、様々な情報の提供に努めております。 

また、令和２年５月より企業向けの支援制度等を発信する「中小企業支援施策に関する情報提

供メール」の配信を開始しており、令和５年度は 30回配信したところであります。 



 登録事業者は 196 事業者（今年 11 月末現在）でありますが、現在も登録事業者を募集してお

り、今後も情報発信の拡大に努めていきます。 

続いて、「５．その他の施策状況」です。 

まず、経営の革新、創造的な事業活動の促進ということで、中小企業等経営強化法に基づく先

端設備等導入基本計画の策定と固定資産税の特例措置の適用を行っています。この制度は、先端

設備導入計画に基づく設備導入についての固定資産税を減免する特例措置であり、平成 30年度か

ら導入しています。実績としては、令和５年度は５件となっております。 

続いて特別融資貸付金の状況です。令和５年度の貸付実績としまして、運転資金、設備資金を

合わせて 106件、８億５千百万円の融資斡旋を行っております。 

地域資源の利用促進といたしましては、本市が事務局を持つ稚内ブランド推進協議会の事業と

して、原材料７品、加工品 26品、地域資源４品の計 37品を稚内ブランドとして認定し、各種イ

ベントや市内外での物産展（さっぽろオータムフェストや北海道フェア in代々木）で PRを行い、

ブランドの知名度向上と販路拡大を進めております。 

また、稚内市へのふるさと納税でございますが、令和４年度は全国から約 11万５千７百件、約

21億５千万円の寄附を頂いたところであり、これに対する稚内市の返礼品を送付し、広く全国に

稚内産の商品をお届けし、地元商品のＰＲに努めたいと考えております。件数、金額については

令和３年度よりも件数、金額は減少しております。 

最後に、令和５年度の中小企業振興に関する主な予算状況につきましては、概ね前年同程度の

予算措置を行い対応しております。 

以上が、中小企業振興施策の実施状況についての報告となります。 

 

～質問・意見等は特になし～ 

  

（５）その他 

■北海道においては、今年の 5 月に価格高騰等経済対策を策定して諸般の施策に取り組んでき

たところであるが、 依然としてエネルギーや原材料等の価格高騰などの影響が続いている。こ

のような状況の中、先般開催された令和 5年第 4回北海道議会定例会において、国が 11月に決

定した、デフレ完全脱却のための総合経済対策の趣旨を踏まえて、 追加の経済対策が議決され

たので、それらの一部について情報提供をさせていただく。  

LPガス利用緊急支援事業費として、現行の事業を延長し、令和６年２月から５月利用分を対

象に、LPガス販売事業者を通じて、１契約あたり最大 2,000円の料金値引きを支援するもので

ある。特別高圧電力利用事業者緊急支援事業として、こちらも現行の事業を延長し、令和５年

10月から令和６年５月利用分を対象に、特別高圧電力を利用する中小企業者へ支援を行うもの

となっている。中小・小規模企業省エネ・デジタル環境整備緊急対策事業費として、本事業に

ついては、省エネ化をはじめ、業務効率化や生産性向上等を通じた経営改善を支援するため、

中小小規模企業が実施する省エネ設備や、デジタル技術の導入経費の一部を補助するものであ

る。人材確保緊急支援事業費として、人手不足が深刻な業種の道内事業所及び就業者に対して

10 万円を支給する現行の事業に、新たに、離職期間 1 年以上のものを雇用した事業所に 10 万

円を加算する新たな支援内容に加え、対象の期間を令和５年 12月上旬から令和６年３月 31日



とするものである。物価等対策特別支援事業費として、 申請受付期間を令和６年１月から４月

までとし、子育て世帯の負担軽減のため、１世帯あたり 5,000 円程度のお米、それから牛乳の

商品券を支給するものである。  

それから、宗谷管内では、少子化による人口減少に加え、管外への進学、就職などから、多

くの業種、企業において、人手不足、担い手不足といった課題を抱えているところである。振

興局においても、地元就職や離職防止、UIターン促進などに向けた取り組みを行っているので、

今年度実施した取り組み等、いくつかご紹介をさせていただく。 

昨年度から、管内 58 の機関・団体からなる、宗谷地域雇用ネットワーク会議 NEXT を開催

し、関係者間での情報や認識の共有を図っている。地元就職や離職防止、UIターン促進などに

向けた取り組みを強化しているところである。今年については、７月 25 日に第１回を開催し、

稚内大谷高校の平岡校長先生に、企業と実際に就職する若者について、どういうところでミス

マッチが生じているかなどの実情を踏まえてご講演をいただいたところである。今月、12月 14

日、15 日の２日間、高校１、２年生を対象とした企業展示会「てっぺん宗谷 de 仕事発見フェ

ア」を開催したところで、 就職活動を始める前の高校生に、地元企業への関心、それから理解

を深めてもらうということで、地元就職や将来のUターンのきっかけを作ることを目的として

いる。 若者の就職・転職時の Uターン促進に向けて、今年１月から、LINE公式アカウント、

宗谷総合振興局てっぺん宗谷を活用し、管内企業の企業情報や、地域情報を発信している。新

規登録者の獲得、PR に向けて、 来月、年明けの１月７日に、稚内総合文化センターで行われ

る「稚内市 20歳の集い」の会場に振興局のブースを設置して、会場内での声かけや PRカード

を入れたポケットティッシュなどを配布して、Line登録をしていただくということを予定して

いる。 

 

 ■商工会議所としても、様々な機会を捉えて、相談会を実施しているところである。その中で、

会員企業からの皆さんは、行政サイド、市役所、北海道、国に、それぞれの支援、助成が大変

助かっていることをご報告させていただく。 

 

 ■ゼロゼロ融資に関しては、据え置き期間が終わって、償還が始まっている企業も出てきてい

る。その中で、表向きな対策として資金を導入された企業と、緊急性をもって、そういった資

金を調達された企業とで、動きが二分していると感じており、予防措置として入れられている

企業に関しては、手元資金が落ち着いていれば、期限前償還があったりという流れにもなって

いる一方で、緊急的な支援として支援した企業に関しては、借り換えの相談、新たな運転資金

の発生などが相談として受けており、一社一社丁寧に対策を取らせていただいているところで

ある。また、その時期と重なって、宗谷管内で問題というか、課題になっている中国禁輸の関

係とかもあり、そちらの方でも相談件数が増えていて、特別相談窓口を銀行の方で開設をし、

そちらも親身にご相談に応じているというような状況である。 

 

■先ほどのゼロゼロ融資の関係は、そのお客様と話をして、どれぐらい必要なのかということ

から始めている。ただ、返済が始まってくると、やはり予定通りにいかないお客様もいるので、

都度対応していることが１つ。あとは、独自の特別融資制度というものを使っておられるお客



様もいるので、それも引き続きご利用していただいているという状況である。 

中国の水産物全面的措置の主たる営業地区内での状況について、参考程度だがお話したい。

ホタテ加工は、大きく分けて、冷凍と冷凍両貝、そして乾燥の貝柱と生の 4 つに分けられるか

なと思う。今月、紋別市でオホーツク産ホタテに関する説明会があったが、道東の方では、冷

凍両貝が多く扱っており、主に中国等に送っていたと聞いている。それを何とかしていただき

たいという声が多くなってきたのかなということを感じている。幸いなことに、主たる営業地

区に限っては、冷凍両貝の取り扱いは多くはないので、今回の影響も比較的少ないかなと思っ

ている。 

また、来年の話になるが、来年の玉冷の市況はどうかとなると、売値がどれぐらいになるか

ということになってくるので、それで違ってはくるが、事業者の資金繰りの方は、さほど圧迫

されるというようなことはないと予想している。 

来月、宗谷管内でもホタテに関する説明会があると聞いているが、先に申し上げた通り、こ

の地区に関しては、冷凍両貝の取り扱いは、もちろんゼロではないが、極めて少ないというこ

となので、大変だというような議論ではなく、ビジネスとして、今まで成り立ってきたホタテ

の関連産業に焦点を当てて議論をして、よい方向に向かってくれればいいかなと思う。 

 

 ■中小企業ということだが、この 10年間は、中小企業を消滅させる政策が多いなと思っている。

消滅とはどういうことかと言うと、消費税の値上がり時に政府はキャッシュレスのポイントの

運動をどんどん進めた。キャッシュレスをして、カードで払ったらカード会社に手数料を払わ

なきゃいけないという問題を棚上げしていた。当初、令和元年から始まったこのキャッシュレ

スは、1番高いのが 5％ぐらいで、今は 2.8から 3％。しかし、中小の売り上げの実質的な純利

益は、流通で言うと 3％台。 そうすると、全額をカードで払うとなると、カード会社に（利益

が）そっくりいっちゃう。 ここの政策が全くなかった。今やっと自由競争で少しずつ下がって

いるが、下がるのも限度がある。そういうことをなおざりにずっとしてきたということに私は

憤りを感じている。  

それともう１つ、2024年問題。いわゆる過剰労働を規制するという話で、札幌から稚内まで

直接走らせられない。運転手２名になると、 結局は旭川で下して、旭川から夜中に積んで稚内

に来るという現象が起きている。運送というのは、荷下ろしが１番人工かかり、荷下ろしする

度に運賃が上がる。これから遠隔地、地方の都市は、物価がどんどん上がってくる。そういう

現象、中小企業が生き残れないような、厳しい状況に今あるということを、今回役所の方もご

認識いただきたい。また、銀行の皆さんにもぜひご認識いただきたい。 

それから今、研修生の事業が改革をされようとしている。１年間働けば、稚内でなくても札

幌でもどこでも好きなことに行って働いてもいいよという法律を作ろうとしている。そうなる

と、稚内はどうなるか。猿払はどうなるか。交通の便の悪い町はどうなるかっていうと、研修

生が来たはいいけど札幌に出てしまうというような現象で、これを３年置くように今国会で一

生懸命やっているが、現場の実態の苦しさというのは、どうも東京に届いてないのではないか

と心配をしており、是非とも、中小、零細は非常に苦しい立場に今追いやられているというこ

とだけは事実だということをお話しして、どうかよろしくお願い申し上げたい。 

 



 ■今回、市の方でも、インターシップの受入制度ということで今年度１件実績があったようだ

が、ますますインターシップの受入情報あるいは受入事業っていうのが大事になってくると考

えている。３年生の夏ぐらいから、インターシップやりましょうみたいなことを就活の支援企

業が言っており、世の中の流れは、そういうことになっているので、もう計画されているのか

もしれないが、振興局は、20歳の集いでブースを設けて、色んな PRカードとかお配りすると

いう話だったが、このインターシップ受け入れてもいいよというような学生向けに、企業の情

報とかがあると、この時期色んなところから、大学生とかも 20歳の集いに集まってくると思う

ので、そういったところでも、色々と宣伝ができるのではないかなと思う。やっぱり１回出ち

ゃうと、そういった情報もなかなか集まらないので、ぜひそういったことも検討し、考えてい

ただければなと思っている。 

 

■アウトプット指標は出るが、その結果、アウトカム指標はどのように出されているのか。例

えば、インターンシップで受け入れました、助成金出しました、それは結局、採用とか入社に

繋がっているのかどうか、これではわからない。そこは費用対効果含めて、評価はアウトカム

指標あった方がいいのではないのか。何件やりました、何をやりました、これは全部アウトプ

ット。その結果どうなりました、というアウトカムがないというのが１つ。 

それから人材確保、ジョブフェアの見学をさせていただいたが、やっぱり前回と一緒で BtoB

企業に集まり悪い。特に中学生、高校生はやっぱり BtoB 企業を知らない。なので、例えばブ

ースに入っている生徒の数をきちっと企業ごとに把握されて、非常に少ないところ、特に BtoB

企業についてはもう 1 回何とか形でやるとかしないと、1 回やりましたというアウトプットだ

けでは、私は成功とは言えないと思う。 

もう 1 つは、せっかく苦労して採用されたのを、定着をどのようにさせるか。これを稚内市

として、いわゆる定着促進事業みたいなものを商工会議所とタイアップしたりして、苦労して

集めた人材を流出させない、退職させないということ、それをもう少し考えた方がいいのでは。 

それからブランドの推進事業について、生産者と販売者が地域で一体化しないと本当のブラ

ンドにはならないのではないか。稚内の素材で、稚内で作られたものがどれくらいあるのか。

私個人的に非常に少ないと思っているので、こういうブランドの推進があれば、食品加工業、

食品製造業の育成、成長に思い切って重点投資をする必要があるのかなと思う。 

 

（６）閉会 


